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水質検査計画書

箱根町水道事業

　　　上下水道温泉課　水道工務係



１．水質検査の基本方針
　　箱根町水道事業では、水道水が給水栓(蛇口）において、「水質基準に関する省令」(平成15年5
　月(平成15年5月30日厚生労働省令第101号)【水質基準に関する省令等の一部を改正する省令(平成
　27年3月25日厚生労働省令第29号)】に適合しているか確認を行うため、配水系統ごとに原水、浄水
　及び給水栓(蛇口)で年4回水質検査を実施しております。
　　水質検査計画は、年度毎に策定し、策定した計画に基づき効率的な水質検査を実施いたします。

２．水道事業の概要
　(１)給水状況
　　　箱根町水道事業の給水状況（令和6年度末現在）を表１に示す。
更新

　　

（２）施設等の概要
ア）施設の概略図

　　　　　　1,021　　㍑/人/日
　　　　　 10,514　　　 ㎥/日
　　　　　　 83.4　　　　％

一人一日平均有収水量

内　　容
湯本・塔之澤・大平台・宮ノ下・小涌谷・
二ノ平・芦之湯・畑宿・元箱根・箱根
（一部神奈川県営水道給水区域を除く）

給水区域内人口 　　　　　　5,027　　　　人
給水人口
給水戸数

一日最大配水量
有収率

表１　箱根町水道事業給水状況（令和6年度末現在）

　　　　　　4,481　　　　人
　　　　　　3,413　　　　戸

区　分

給　水　区　域

　　　　　　5,485　　　 ㎥/日一日平均配水量



イ）施設のフローシート



ウ）水源地
　水源地の一覧を表２.１に示す。

表2.1　水源地の一覧



エ）浄水場
　浄水場の一覧を表２.２に示す。

表2.2　浄水場の一覧



オ）配水池
　配水池の一覧を表２.３に示す。

表2.3　配水池の一覧



３．原水及び浄水の水質管理状況
　(１)原水及び浄水の水質状況
　ア）葛原浄水場
　　葛原浄水場は、現在、大沢水源（湧水）・二ノ戸沢水源（表流水）・天狗沢水源（表流水）
　の３水源を取水して、急速ろ過システムを用いて浄水処理している。大雨時には、一時的に
　濁質が増える場合があるが、高分子凝集剤（超高塩基度ＰＡＣ）の適正な添加により、安定
　した、水質の浄水を供給することができています。
　　また、クリプトスポリジウム及びジアルジア検査を定期的に実施し、浄水処理後の水の濁度
　について、高感度濁度計を設置して、24時間の監視を行なっています。
　イ）湯本茶屋浄水場
　　湯本茶屋浄水場は、初花水源（表流水）を取水して、緩速ろ過システムを用いて浄水処理
　している。大雨時には、一時的に濁質が増える場合があるが、緩速ろ過の砂層面上部の生物
　膜により、安定した水質の浄水を供給することができています。
　　また、クリプトスポリジウム及びジアルジア検査を定期的に実施し、浄水処理後の水の濁度
　について、高感度濁度計を設置して、24時間の監視を行なっています。
　ウ）大平台第２配水池
　　大平台第２配水池は、大平台第１水源(湧水）及び大平台第２水源(湧水）の２つの水源水を
　取水して、クリプトスポリジウム対策として「紫外線照射装置」を通過させた原水に次亜塩素酸
　ナトリウムを添加して滅菌処理し配水しています。
　　また、残留塩素計を設置し、適正な薬注管理を実施しており、その状況は24時間湯本の役場内
　にある遠方監視装置にて、管理しています。
　エ）小涌谷第１配水池
　　小涌谷第１配水池は、蛇骨川水源(湧水）及び蛇骨川第６水源(湧水）の２つの水源水を取水し
　原水に次亜塩素酸ナトリウムを添加して滅菌処理し配水しています。
　　また、残留塩素計を設置し、適正な薬注管理を実施しており、その状況は24時間湯本の役場内
　にある遠方監視装置にて、管理しています。
　オ）鷹ノ巣配水池
　　鷹ノ巣配水池は、鷹ノ巣第２水源(深井戸水）を取水し、原水に次亜塩素酸ナトリウムを添加
　して滅菌処理し配水しています。
　　また、残留塩素計を設置し、適正な薬注管理を実施しており、その状況は24時間湯本の役場内
　にある遠方監視装置にて、管理しています。
　カ）大芝第２ポンプ場
　　大芝第２ポンプ場は、箱根神社水源（深井戸）・蛭川第１水源（深井戸）・蛭川第２水源
　（深井戸）・大芝水源（深井戸）の４つの水源水を一旦、標高の低い位置に所在する大芝第１
　ポンプ場に取水し、揚水ポンプにて当該ポンプ場（配水池）に送水してきた原水に次亜塩素酸
　ナトリウムを添加して滅菌処理し配水しています。
　　また、残留塩素計を設置し、適正な薬注管理を実施しており、更に揚水ポンプの運転状況等
　は24時間湯本の役場内にある遠方監視装置にて、管理しています。
　キ）箱根第２水源
　　箱根第２水源（深井戸）は、取水ポンプにより取水すると同時に、水源地から約30ｍ標高の
　高いところに位置している「箱根第２配水池」に送水し、そこから自然流下で配水しております。
　滅菌処理の次亜塩素酸ナトリウムの添加は、水源から取水、更に配水池までの揚水過程で、
　パイプ内に圧入し滅菌処理しています。
　　また、残留塩素計を設置し、適正な薬注管理を実施しており、その状況は24時間湯本の役場内
　にある遠方監視装置にて、管理しています。

　　　これらの水道施設から送水された水道水は、水質基準に適合しており、安心でおいしい水
　　です。また、いつまでも安定した水道水の供給を可能にしています。



（２）水質管理上優先すべき監視項目
　　水質管理は、原水の状況に応じて、適切に実施しております。

表３.１　水質管理上優先すべき項目

優先すべき監視項目原水の種別 水道水の水質に影響する要因

・降雨による濁り
・人家等からの排水
・地質成分の溶解

有機物(ＴＯＣ) 、ｐＨ値、
臭気、色度、濁度、残留塩
素、消毒副生成物、微生物、
クリプトスポリジウム　等

表流水
初花水源・二ノ戸沢
水源・天狗沢水源

・降雨による濁り
・落葉等の夾雑物の流入

湧　水
大沢水源・大平台第

１，２水源・蛇骨川水
源・蛇骨川第６水源・
二ノ平第１水源・お玉
が池水源・明神川水源

深井戸
鷹ノ巣水源・大芝水
源・箱根神社水源・
蛭川第１，２水源・

箱根第２水源

・不圧地下水の進入
・地質成分の溶解

大腸菌、塩化物イオン、残留塩
素、消毒副生成物、農薬類、ク
リプトスポリジウム、鉄、フッ
素、ホウ素、ヒ素　等



４．採水地点
　　水質基準に適合したいつまでも安心でおいしい水をお届けするために、原水、浄水及び管末
　の給水栓（蛇口）までの水道水について定期的に水質検査を行なっています。
　　なお、表４.１に配水系統ごとの採水場所（毎日検査）、表４.２に原水、浄水及び管末の
　採水場所（水質基準(51項目)検査）を示します。

温泉出張所

№水源名

大沢水源
二ノ戸沢水源
天狗沢水源

葛原浄水場 葛原系 1

小涌谷第１配水池系

小涌谷525番地先

大平台第2配水池系大平台第２配水池

小涌谷第１配水池

湯本茶屋浄水場

鷹ノ巣配水池系 6

二ノ平配水池系 5

3

※2　水質基準項目(51項目)検査　表５.１の検査項目をいう。

表４.２　原水及び管末の採水場所（水質基準項目(51項目)検査※2）

湯本茶屋浄水場 湯本茶屋系

箱根第２水源 10 箱根関所箱根第２配水池系

明神川水源

お玉が池水源

大平台419番地先

二ノ平1204-4番地先

箱根第２水源

箱根第１配水池系 9

元箱根第１配水池系 8 元箱根36番地先

箱根180番地先

大芝水源

元箱根第１配水池系

箱根第１配水池系

7

箱根315番地先
箱根第２配水池系

蛭川第２水源 蛭川第２水源

大芝第２ポンプ場系 7

鷹ノ巣配水池

元箱根第１配水池
元箱根30番地先
箱根第１配水池
箱根162番地先
箱根第２配水池

畑宿28番地先

箱根関所

管末採水場所

※1　毎日試験：色、にごり及び残留塩素（消毒の残留効果）の検査

2 湯本120番地先

配水系統原水採水場所

9

10

11

12

蛇骨川第６水源

二ノ平ポンプ場
二ノ平1204番地先

鷹ノ巣配水池
箱根中学校

4

箱根神社水源
蛭川第１水源

大芝第１ポンプ場
箱根神社水源
蛭川第１水源

鷹ノ巣水源

蛇骨川第６水源

二ノ平配水池系 5

鷹ノ巣配水池系 6

蛇骨川水源

大平台水源

大平台第2配水池系 3

小涌谷第１配水池系 4

大平台第2配水池
大平台523番地先
小涌谷第2配水池
宮ノ下105番地先

採水場所

湯本208番地先

表４.１　配水系統ごとの採水場所（毎日検査※1）

配水系統 № 採水場所 配水系統 №

葛原系 1 湯本茶屋浄水場
大芝第２ポンプ場系

大芝第2ポンプ場

明神川水源

初花水源

畑宿28番地先

お玉が池水源

二ノ平水源 二ノ平ポンプ場

環境センター

8湯本茶屋系 2



５．水質検査項目と検査頻度
　(１)毎日検査項目(３項目)
　　給水栓(蛇口)で毎日検査(色、濁り及び残留塩素(消毒の残留効果)の3項目）を行うことが
　法令で義務付けられている項目です。

 （２）水質基準項目(51項目)
  　給水栓(蛇口)において適用され、基準値以下で給水することが法令で義務付けられている
　項目です。
　　給水栓(蛇口)で年4回水質検査を実施いたします。
　検査項目と検査頻度の詳細を表５.１に示します。

 （３）水質管理目標設定項目(17項目)
　　水道水中で検出の可能性があり、将来にわたり水道水の安全性を確保するため、水道事業者
　が必要と判断した項目について検査を行うものです。
　　水質管理目標設定項目の17項目について検査を実施いたします。検査項目と検査頻度の詳細
　を表５.２に示します。
　　また、「農薬類」は平成15年10月10日付け健発第1010004号厚生労働省健康局長通知（一部
　改正：平成30年3月28日付け生食発0328第2号)に基づく水質管理目標設定項目の農薬類118項目
　を分析します。

 （４）その他検査必要項目(3項目)
　　クリプトスポリジウム及びジアルジア検査、クリプトスポリジウムの指標菌検査は、「水道
　におけるクリプトスポリジウム等対策指針」(平成19年3月30日付け健水発第0330005号厚生労働
　省健康局水道課長通知)に基づき、検査を実施いたします。







６．水質検査の委託の区分
　水質検査は、自己検査を行える施設及び職員を確保していないため、水道法第20条の4（登録基準）
　に基づく登録水質検査機関に委託し、放射性物質検査も検査機関に委託しています。
　　なお、毎日検査（3項目）は、各配水池水系ごとに、管末モニター宅に委託しています。 

７．臨時の水質検査
　(１)臨時の水質検査を行う場合
  水質に異変が生じ、水道水が水質基準に適合しないおそれがある場合には、直ちに取水を停止する
　と共に、水源、給水栓(蛇口)などの水質検査を臨時に行ないます。
　ア)水源の水質が著しく悪化した時
　　・不明の原因によって色及び濁りに著しい変化が生じた場合
　　・集中豪雨、洪水等の時
　　・渇水の時
　　・障害生物が増殖した時
　イ)水源に異常があった時
　　・臭気または味に著しい変化を生じた場合
　　・魚が死んで多数浮上した場合
　　・塩素消毒のみで給水している水道水源に、ごみや汚泥などの汚物を発見した場合
　ウ)水源付近、給水区域及びその周辺等で消化器系感染症が流行している時
　エ)浄水工程に異常があった時
　オ)配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれがある時
　(２)検査項目
　　水質基準項目及びその他の物質について行います。

８．水質検査計画及び検査結果の公表
　　水質検査計画は、毎事業年度の開始前に策定して公表します。また、この計画に基づいて行った
　検査の結果は、年度終了後、直ちに取りまとめ、公表すると共に水質の改善や次年度の検査計画に
　反映いたします。
　　検査計画及び検査結果は、上下水道温泉課水道窓口において閲覧が常時可能となるようにいたし
　ます。
　(１)水質検査計画の公表
　　ホームページに掲載
　　上下水道温泉課水道窓口における閲覧
　(２)検査結果の公表
　　一部ホームページに掲載
　　上下水道温泉課水道窓口における閲覧
　(３)利用者のご意見
　　水質検査計画や検査結果を公表し、利用者のご意見を伺い、次年度以降の検査計画の見直し時に
　は、できるだけ反映させると共に、より安全で信頼される水道を目指します。

９．水質検査の信頼性保証と精度
　　箱根町水道事業における水道水の信頼性を保つため、水道法第20条の4（登録基準）に基づいた
　登録検査機関に委託しており、安全で信頼できる水道水の確保に努めています。

１０．関係者との連携
　　水質異常等により使用者の健康危機が生じている又は、生じる恐れがあるときは、神奈川県
　健康医療局生活衛生部生活衛生課動物愛護・水道グループ及び小田原保健福祉事務所生活衛生部
　環境衛生課にFAXもしくはメール等により報告し併せて電話報告し、連携して対応に取組みます。

１１．その他水質検査計画の実施に際し、配慮する事項
　(１)水質検査結果の評価
　　公表する水質検査結果は、法令に適合しているか否か等の評価を行ないます。
　(２)水質検査計画の見直し
　　この計画は、毎年度見直しを行ないます。


